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取り残しがあってもよく見える
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私の診療スタイルはとにかく“患者さ
ん本位”。どうすれば患者さんのために
なるか、そのことを常に最優先に考え
ながら診療を行っています。
勉強は昔からあまり好きではありま

せんが、セミナーや勉強会に参加して
新しい知識や情報を吸収することは大
好きです。なぜなら、知識やテクニッ
クを身につけることで仕事がもっと楽
しくなりますから…。
セミナーの講師をしていると、若い

歯科衛生士の皆さんから「どうすればリ
コール率を上げることができますか？」
といった質問をいただくことがありま
すが、私は決まって「まず、あなた自身
が楽しそうに仕事することが大事。そ
うすれば患者さんは『またあなたの笑顔

が見たい』ときっと思うから」と伝えて
います。これは私が長年患者さんとお
付き合いしてきた経験から培ったまぎ
れもない事実です。
歯科用ルーペは、2003年にアメリカ
で歯科衛生士研修を受けた際に初めて
目にしました。当時日本ではマイクロ
スコープやルーペの存在を知る人も少
なかったと思います。それをドクター
ではなく歯科衛生士が日常的に使って
いることにさらに衝撃を受けました。
「ルーペって何？虫眼鏡のこと？」と思い
ながら帰国したことを覚えています。
帰国後、ルーペについて調べてみて、
ようやく使用用途について理解したの
ですが、とにかく当時は高価でとても
歯科衛生士に買える金額ではありませ

んでした。ただ、「ルーペを使えばどれだ
け見えるんだろう。今よりももっと見
えたら面白いだろうな」と持ち前の好奇
心が頭をもたげ、試しにいろいろな
メーカーのルーペを覗かせてもらいま
した。そんな折、勤務先の院長先生が
マイクロスコープとルーペをお持ちで、
その先生から、「まず自宅でルーペのト
レーニングをしてごらん」ということで
お借りすることができました。
最初は距離感がうまく掴めず大変で

したが、慣れるにしたがって新聞の文
字が読めるようになり、そのうち裁縫
で針に糸を通すこともできるように
なってきました。私の場合は、右と左
で視力に極端な差があったので、特に
距離感が取りづらくトレーニングに時

図4 同、下顎右側舌側部分。 図5 同、上顎前歯舌側部分。 図6 かなり除去することができたが、まだ少しステ
インが残っている。

図1 術前。着色や歯石が見られる。 図2 超音波スケーラーを用いて歯石を除去。 図3 同、下顎右側頰側部分。

フリーランス歯科衛生士

沢口 由美子
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間がかかりました。実際の診療で使う
ようになったのは2008年頃だったと思
います。
保険診療がメインですので、時間の

制約もあって全ての患者さんにという
訳にはいきませんが、例えば普段海外
に在住されていて、年に数回帰国する
方などは、丁寧にメインテナンスして
あげなければなりません。「よし、今日は
しっかり見てちゃんとキレイにするぞ」
といつもより気合いが入る瞬間で、そ
んな時に頼りになるのが歯科用ルーペ
です。ルーペを使用する以前は、キチ
ンと取ったつもりでも仕上げ研磨の際
に取り残しを見つけてがっかりするこ
ともありましたが、今はそうした罪の
意識を持つことはなく、常に達成感を
感じながら処置を行うことができてい
ます。
ただ、ルーペを使うと見え過ぎてし

まって通常より集中して作業すること
や、歯石の除去方法を考えるエネル
ギーも必要になって、結構疲労してし
まうことがあります。特に私の場合、
メガネをかけていますから、メガネの
ない人に比べるとそのストレスも大き
いと思います。その点で、キーラー社

のルーペはメガネをかけたまま装着で
きるのでとても気に入っています。新
たに発売された「ワイナビューフレーム

Fルーペ」はフレーム自体も軽くて掛け
心地も良く、カラーも豊富に揃ってい
てオシャレですから、付けていて楽し
い気分になってきます。
以前、ルーペを全く使わない歯科衛

生士にその理由を聞いたところ、「装着が
面倒だし、今のままで十分見えている
ので必要ありません」という返事。気持
ちはよく分かりますが、「一度でも覗いて
ごらん。今までいかに見えてなかった
かに気付かされるから…」と言ってとに

かく試してみるように薦めています。
ただ、ルーペを使えばすぐ精度が上げ
られるかと言えばそれはムリで、ある
程度のトレーニングは必要です。でも
せっかく歯科衛生士という職業を選ん
だ以上、プロフェッショナルとして自分
の仕事の精度を上げる努力は惜しまな
いでほしいというのが私の願いです。
私の目標は“生涯現役”。70歳を過ぎ
ても歯科衛生士を続けたい。また、こ
の仕事がどれだけ楽しくて、社会のた
め、自分のためになる仕事なのかを
もっともっと伝えていきたいと思って
います。

図9 PMTC終了。

図10 仕上げに最終チェックし、気になる部分を清
掃。ルーペを使用すると取り残しがよく見える。

図11 術後の正面観。 図12 同、右側頰面観。

図8 歯面もツルツルになり、以降の着色や歯石も付
着しにくくなる。

図7 ハンディジェットパウダー PMTCを用いて歯
間部、歯肉縁周辺を清掃。

※マイクロスコープの静止画を用いてルーペの見え方を再現しています。
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